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１．森林環境譲与税について

（１）森林環境譲与税とは何か

①その目的

☆パリ協定（2015年）の遵守

2020年以降の気候変動対策の取組に対する各国ごとに定めた温室効果ガス排出削減目標の達
成（森林吸収源対策）

☆国土の保全

⇒その森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、
森林環境税及び森林環境譲与税が創設

②森林環境譲与税の仕組み
（国：森林環境税）国民一人当たり１，０００円/年課税

⇒交付⇒ （地方自治体）森林環境譲与税
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（２）森林環境譲与税の使途について

①その考え方

☆温室効果ガス排出削減目標への貢献

☆全ての納税者に分かりやすい使い方（都市部を含む）

②使途の対象（別紙 林野庁事務連絡参照）

・森林経営管理制度による町による森林整備

・その他の森林整備（インフラ周辺整備補助 松食い虫・ナラ枯れ防除 再造林補助）

・路網開設（新規開設 林道修理等）

・木材公共施設建設や内装木質化

・高性能林業機械購入補助

・林業事業体への雇用対策

・森林環境教育 ※国庫及び県補助事業への充当可

⇒自由度が高い
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①森林環境譲与税活用（森林経営管理制度による森林整備）

間伐（町による集積計画作成及び森林経営管理）

２．具体的な森林環境譲与税事業の事例について
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②森林環境譲与税活用（路網整備）

林道開設の検討 踏査（林務と町共同踏査）
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③森林環境譲与税活用（木造公共施設建設＆木質内装化）

木造公共施設建設
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④森林環境譲与税活用（バイオマス資材運搬）

運搬されたバイオマス資材 燃料チップ
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⑤森林環境譲与税活用（荒廃侵入竹林整備）

竹林伐採
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⑥森林環境譲与税活用（その他）

・林地台帳更新作業委託

・高性能林業機械購入補助

・森林環境教育

・木製おもちゃの配布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｅｔｃ

☆大都市からの森林環境譲与税導入

・森林の少ない首都圏自治体から、森林整備等のための予算を導入

【最重要ポイント】

温暖化対策として納税者が分かりやすい実績

⇒森林整備＞路網整備＞木造施設＞ｅｔｃ．

9



３．森林環境譲与税の活用のポイント

（１）全ての納税者が納得できる分かりやすい実績

①最も分かりやすい地球温暖化対策としての森林整備の面積

⇒新規税創設の経緯 ☆パリ協定 ☆国土の保全

②路網開設による森林整備面積の増加

③その他の事業は直感で地球温暖化対策の効果が分かりづらい

⇒木材使用量からのＣＯ２吸収量 雇用増による森林整備増加

森林環境教育による将来の森林整備の増加

（２）行政が森林環境譲与税活用で心がけること

①森林整備面積の増加（森林経営管理制度への取組）

②自由な発想で地域の特性に応じた事業展開（内装木質化 雇用対策 森林環境教育）

③林政担当以外の職員の参加

③ホームページ等の利用を通じた広く国民への実績アピール
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まとめ

☆令和６年度より森林環境譲与税の本格課税が始まります。

☆国民がその活用状況に注視するなか、行政担当者は、その活用方法を

よく理解し、適切な事業運営が求められます。

☆特に都市部から、地方の活用状況は注目されるため、分かりやすい活用を

常に認識する必要があります。

☆ついては、町行政担当者、林業関係者、教育関係者、町民が広く議論を実施し

森林環境譲与税を活用していくことが重要です。
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別紙








